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審査委員：主査  園部 哲史 
委員  大山 達雄 
委員  Jonna Estudillo 
委員  大塚 啓二郎 
委員 岡田 羊祐（一橋大学） 
 
平成２５年２月１８日に博士論文最終報告会が開催され、それに引き続いて審査委員会
が開かれた。審査委員は、主査の園部哲史、副査の大山達雄、Jonna Estudillo、大塚啓二
郎、岡田羊祐（一橋大学）の 5名である。委員会では、本論文について次のような意見が
出された。 
 
（1）経済理論の適切な応用に基づいて現実の政策問題を深く掘り下げた優れた政策研
究といえる。 
 
（2）本研究のために収集された 170社余りの企業データは、財務情報に加えて経営者
の学歴や職歴、創業の経緯等の情報を含む貴重なものである。 
 
（3）図表の見せ方に工夫の余地がある。 
 
（4）回帰分析の結果の説明に不明確なところがある。 
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（5）既存の文献を展望している第 2章では、医薬品市場にさまざまな「市場の失敗」
の問題があったからこそ適切な政策介入が大きな成果を収めたという議論を、より
鮮明に打ち出すべきである。 
 
このように審査委員会では、本論文にはまだ改善の余地が残ることが指摘されたが、全
体としては学問的に高度な内容をもち、政策含意も有することから、本学の博士論文とし
てふさわしいという議論が大勢を占めた。そこで委員全員の一致した結論として、上記の
コメントに沿って論文が修正され、主査が責任を持ってそれを確認するという条件付きで、
博士論文を合格とすると決定した。 
 
その後、学位申請者は主査の指導の下に論文の改訂を行い、最終版を提出した。主査は
それを詳しく検討し、指示に沿って正しく修正が施されていることを確認した。したがっ
て、当審査委員会はこの博士論文を合格とする。 
 
